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§１．研究成果の概要 

深層学習における例示データを活用した動画像コンテンツ加工フレームワークの確立を目指

し、本年度はまず適切な例示データをどのように取得するかについて研究に取り組んだ。対象とす

るタスクとしては、視覚的にも結果の違いが理解しやすいグレイスケール画像の自動着色を採用し

た。このタスクでは、グレイスケール画像の色を推定する際に生じる曖昧性が問題となるため、カラ

ー画像などの適切な例示データを与えることで、ニューラルネットワークが適切な色を出力できるよ

うにすることが目標となる。このため、まず例示データを生成モデルによって作り出すアプローチの

構築について取り組んだ。この手法では、入力画像に合った適切な例示データを敵対的生成ネッ

トワークによって生成し、これを参照してカラー化を行うことで、従来の自動カラー化よりも自然で鮮

明なカラー画像を出力できるようになることが期待される。このため、まず ImageNet と呼ばれる画像

データセットを学習した敵対的生成ネットワークがどの程度多様なカラー画像を生成できるかを、

実際に実験して検証した。また、GAN inversion と呼ばれる手法を応用し、この生成ネットワークが

入力画像をどの程度再現できるかについて、フレームワークの実装と検証を行った。その結果、現

状の敵対的ネットワークでは多様なカラー画像を忠実に再現するのは困難であることを確認した。

これらの結果や知見を踏まえ、今後はより抽象的な例示データの特徴表現の検討や、それを効果

的に着色ネットワークに反映させるモジュールの構築を行っていく予定である。また、自動着色以

外にも、超解像などの画像高品質化タスクにも拡張できるようなフレームワークを構築していく予定

である。 

 

 

 


